
「御堂筋」の移管に向けた協議会（第2回）のポイント



「御堂筋」の移管に向けた協議会 スケジュール

（第２回）

（第１回） 平成21年2月19日
維持管理及び事業状況、課題及び検討事項の確認

平成22年4月20日
移管にあたっての具体的な課題の整理と対応策の検討

御堂筋のポテンシャル向上に関する意見交換

大阪のシンボルロードとして期待に応えられる移管方策等の決定
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移管にあたっての具体的な課題の整理と対応策の検討

○移管にあたっては、財源等の必要な措置が十分に講じられることが前提

○早期移管の実現に向け、実務的な課題及びその対策について検討

■維持管理 （参考資料－１、参考資料－２）

○現在の御堂筋の維持管理状況や引き継ぐべき法定関係資料について、国土交通省と大阪市の双方で確認

○移管に必要な条件が整い次第速やかに移管できるよう、引き継ぎ資料の準備を進める

■道路空間利用のあり方 （参考資料－３）

○国土交通省と大阪市が共同で「御堂筋空間利用検討会」を設置（平成21年12月）

○御堂筋における近年の課題や緩速車線をゆとり空間とした場合の影響等について確認

○御堂筋周辺のまちづくりや交通政策の方向性も踏まえ、広く意見を聴きながら、引き続き検討を進める

■御堂筋共同溝の整備および管理 （参考資料－４）

○共同溝の管理施設（換気・排水等）の一体性や連続したセキュリティ確保の必要性等を踏まえ、御堂筋移管後の

共同溝の管理方法について引き続き協議を進める

○御堂筋共同溝工事は、完成するまで国土交通省が実施する（平成25年度末完成予定）

○御堂筋共同溝の工事中に移管に必要な条件が整った場合の御堂筋の管理方法について、引き続き協議を進める
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